
　

ケ
イ
ン
ズ
は
主
著
『
雇
用
・
利
子
お

よ
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
で
は
基
本
的

に
は
貿
易
と
資
本
移
動
を
と
も
な
わ
な

い
封
鎖
体
系
で
経
済
理
論
を
論
じ
た

が
、『
平
和
の
経
済
的
帰
結
』
と
『
貨

幣
改
革
論
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
際
経

済
問
題
と
開
放
体
系
と
し
て
の
イ
ギ
リ

ス
の
経
済
問
題
を
論
じ
た
。

　
『
平
和
の
経
済
的
帰
結
』
に
お
い
て
、

ケ
イ
ン
ズ
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ド

イ
ツ
の
賠
償
支
払
能
力
を
分
析
し
た
。

そ
の
方
法
の
特
徴
は
事
象
の
統
計
的
把

握
で
あ
る
。

　

パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
連
合
国
の

ド
イ
ツ
に
対
す
る
賠
償
支
払
要
求
の
推

定
総
額
は
、ケ
イ
ン
ズ
の
見
積
り
で
は
、

八
〇
億
ポ
ン
ド
（
恩
給
お
よ
び
別
居
手

当
五
〇
億
ポ
ン
ド
、
そ
の
他
の
賠
償
金

三
〇
億
ポ
ン
ド
）
で
あ
っ
た
。

　

分
割
払
い
で
の
賠
償
支
払
の
た
め
に

ド
イ
ツ
は
貿
易
黒
字
を
計
上
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
賠
償
支
払
能
力
は
貿
易
統

計
に
基
づ
き
分
析
さ
れ
た
。
一
九
一
三

年
の
貿
易
統
計
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
輸

出
の
約
四
割
が
⑴
鉄
製
品
⑵
機
械
お
よ

び
機
械
部
品
⑶
石
炭
等
⑷
羊
毛
製
品
⑸

綿
製
品
か
ら
成
り
、
ま
た
、
輸
入
の
約

一
割
が
羊
毛
と
綿
花
で
あ
っ
た
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
鉄
鉱
石
と
石
炭

を
産
出
す
る
ア
ル
ザ
ス
＝
ロ
レ
ー
ヌ
と

上
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
領
土
割
譲
に
よ

り
、
鉄
製
品
、
機
械
お
よ
び
機
械
部
品
、

石
炭
の
輸
出
増
加
は
見
込
ま
れ
な
か
っ

た
。
羊
毛
製
品
と
綿
製
品
の
輸
出
増
加

に
は
そ
の
原
材
料
輸
入
の
増
加
も
必
要

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
製
品
に
よ
る
貿
易

黒
字
の
増
加
は
見
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

更
に
、
戦
前
五
年
間
に
お
け
る
平
均
七

四
〇
〇
万
ポ
ン
ド
の
貿
易
赤
字
が
示
さ

れ
た
。
以
上
か
ら
、
ド
イ
ツ
は
連
合
国

の
賠
償
支
払
要
求
を
満
た
す
貿
易
黒
字

を
到
底
計
上
で
き
な
い
と
分
析
さ
れ
、

賠
償
要
求
は
過
大
で
あ
る
と
主
張
さ
れ

た
。
仮
に
ド
イ
ツ
が
年
額
一
億
ポ
ン
ド

の
貿
易
黒
字
を
三
〇
年
間
の
賠
償
支
払

に
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

減
価
償
却
を
考
慮
し
た
割
引
現
在
価
値

は
約
一
七
億
ポ
ン
ド
で
あ
る
と
さ
れ
、

そ
の
他
の
約
三
億
ポ
ン
ド
を
含
め
、
賠

償
金
総
額
は
二
〇
億
ポ
ン
ド
に
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。

　

ま
た
、連
合
国
政
府
間
の
対
外
資
産
・

負
債
残
高
統
計
に
よ
り
、
債
権
国
は
ア

メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ
り
、
両
国
の

そ
の
他
の
連
合
国
政
府
に
対
す
る
純
債

権
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
億
、
九
億
ポ

ン
ド
で
あ
る
一
方
、
債
務
国
は
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
そ
の
他
の

連
合
国
で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
国
の
純
債

務
額
は
そ
れ
ぞ
れ
七
億
、
八
億
、
八
億
、

五
億
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
連
合
国
間
の
政
府
債
務
が
賠
償
問

題
の
解
決
と
戦
後
復
興
を
困
難
に
す
る

た
め
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
他
の

連
合
国
に
対
す
る
債
権
の
放
棄
に
よ
る

連
合
国
間
債
務
の
清
算
が
提
案
さ
れ

た
。

　

ケ
イ
ン
ズ
は
、
戦
前
の
欧
州
に
お
い

て
発
達
し
て
い
た
高
度
な
経
済
的
国
際

相
互
依
存
に
よ
り
、
過
度
の
賠
償
要
求

に
よ
る
ド
イ
ツ
経
済
の
窮
乏
化
は
、
欧

州
全
体
の
経
済
的
不
安
定
を
招
く
と
い

う
認
識
に
基
づ
き
、
現
実
的
な
賠
償
要

求
を
提
案
し
た
。

　
『
貨
幣
改
革
論
』
で
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
発

生
し
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
急
速
な

デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
分
析
さ
れ
た
。
本

書
の
分
析
方
法
の
特
徴
は
、
名
目
所
得

に
対
す
る
貨
幣
需
要
の
比
率
が
一
定
な

ら
ば
、
一
般
物
価
は
貨
幣
供
給
量
に
比

例
的
で
あ
る
と
す
る
貨
幣
数
量
説
と
い

う
理
論
的
基
礎
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

財
政
赤
字
は
、
中
央
銀
行
か
ら
の
借

入
れ
に
よ
り
賄
わ
れ
れ
ば
、
マ
ネ
タ

リ
ー
・
ベ
ー
ス
（
現
金
通
貨
と
銀
行
の

中
央
銀
行
預
け
金
の
和
）
を
増
加
さ
せ

る
。
こ
の
増
加
を
通
じ
、
財
政
赤
字
は

貨
幣
供
給
量
を
増
加
さ
せ
、
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
生
さ
せ
る
要
因
に
な

る
と
さ
れ
た
。ま
た
、イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
金
融
資
産
・
負
債
の
収
益
・
返
済

の
実
質
価
値
を
低
下
さ
せ
る
た
め
投
資

家
階
級
と
企
業
家
階
級
に
お
け
る
所

得
・
資
産
分
配
の
変
化
を
も
た
ら
し
、

デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
生
産
・
雇
用
を
低
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下
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
物
価
の
安
定
は
資
本
主
義
体
制
の

重
要
な
基
盤
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
、
貨
幣
数
量
説
に
基
づ
き
、

中
央
銀
行
に
よ
る
一
般
物
価
の
安
定
を

目
的
と
す
る
貨
幣
供
給
量
の
管
理
が
提

案
さ
れ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ

り
離
脱
し
た
金
本
位
制
度
下
で
は
、
通

貨
当
局
の
金
準
備
を
通
じ
る
マ
ネ
タ

リ
ー
・
ベ
ー
ス
の
変
化
に
よ
り
貨
幣
供

給
量
は
変
化
し
た
。
金
本
位
制
度
下
で

は
、
世
界
に
お
け
る
金
の
賦
存
量
に
よ

り
貨
幣
供
給
量
が
制
約
さ
れ
た
た
め
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
抑
制
さ
れ
て
い

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
大
戦
後
に
同
制

度
へ
の
復
帰
が
課
題
と
な
っ
て
い
た

が
、
ケ
イ
ン
ズ
は
金
本
位
制
度
を
「
未

開
社
会
の
遺
物
」
と
呼
び
、
復
帰
を
批

判
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
金
本
位
制
度

の
採
用
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
金

融
政
策
の
自
律
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

為
替
レ
ー
ト
の
安
定
に
つ
い
て
は
、

特
定
の
基
準
年
を
用
い
た
自
国
と
外
国

の
一
般
物
価
の
比
率
で
あ
る
購
買
力
平

価
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ポ
ン
ド
の

対
米
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を
説
明

す
る
う
え
で
一
定
の
力
を
持
つ
と
さ

れ
、
為
替
レ
ー
ト
の
長
期
的
な
安
定
は

中
央
銀
行
に
よ
る
貨
幣
供
給
量
の
管
理

を
通
じ
た
一
般
物
価
の
安
定
に
よ
り
達

成
さ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。

　
『
雇
用
・
利
子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般

理
論
』
の
著

あ
ら
わ

さ
れ
た
当
時
の
イ
ギ
リ
ス

で
は
高
水
準
の
失
業
が
持
続
し
て
い

た
。
古
典
派
経
済
学
に
よ
れ
ば
、
失
業

と
い
う
労
働
市
場
の
不
均
衡
は
名
目
賃

金
低
下
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
名
目
賃

金
の
下
方
硬
直
性
は
失
業
の
解
消
を
困

難
に
し
た
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
失
業
は
根

本
的
に
は
需
要
不
足
に
よ
る
と
考
え
、

「
供
給
は
そ
れ
自
身
の
需
要
を
生
み
出

す
」
と
い
う
セ
イ
の
法
則
に
立
脚
し
、

市
場
は
す
み
や
か
な
価
格
変
化
に
基
づ

き
自
己
調
整
的
で
あ
る
と
す
る
古
典
派

経
済
学
に
代
わ
り
、
有
効
需
要
原
理
に

基
づ
き
、
非
自
発
的
失
業
を
説
明
す
る

新
た
な
経
済
理
論
を
形
成
し
た
。

　

こ
の
経
済
理
論
は
貨
幣
に
関
す
る
新

た
な
見
方
に
よ
っ
て
も
基
礎
づ
け
ら
れ

た
。
長
期
に
わ
た
り
収
益
を
も
た
ら
す

資
産
を
、
こ
こ
で
は
「
債
券
」
と
呼
ぶ

と
す
る
。
債
券
価
格
は
将
来
収
益
の
割

引
現
在
価
値
で
あ
り
、
名
目
利
子
率
の

上
昇
は
債
券
価
格
を
低
下
さ
せ
る
。
ロ

ン
ド
ン
の
発
達
し
て
い
た
資
産
市
場
に

お
い
て
将
来
の
利
子
率
の
上
昇
・
低
下

を
予
想
し
資
産
選
択
を
行
っ
て
い
た
投

資
家
の
行
動
か
ら
、
利
子
率
と
貨
幣
需

要
が
関
係
づ
け
ら
れ
た
。
高
い
利
子
率

水
準
で
は
、
投
資
家
の
多
く
は
将
来
の

利
子
率
の
低
下
を
予
想
し
、
債
券
価
格

上
昇
に
よ
る
利
益
を
得
る
た
め
に
、
保

有
資
産
に
お
け
る
貨
幣
の
比
率
を
低
下

さ
せ
る
。
逆
に
、
低
い
利
子
率
水
準
で

は
、
投
資
家
の
多
く
は
将
来
の
利
子
率

の
上
昇
を
予
想
し
、
債
券
価
格
低
下
に

よ
る
損
失
を
防
ぐ
た
め
に
、
保
有
資
産

に
お
け
る
貨
幣
の
比
率
を
上
昇
さ
せ

る
。『
貨
幣
改
革
論
』
で
依
拠
さ
れ
た
、

名
目
所
得
に
対
す
る
貨
幣
需
要
の
比
率

が
一
定
と
い
う
貨
幣
数
量
説
に
お
け
る

仮
定
は
改
め
ら
れ
、
貨
幣
需
要
の
名
目

利
子
率
へ
の
依
存
と
い
う
、
流
動
性
選

好
の
概
念
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。

　

も
し
、
低
い
利
子
率
水
準
の
下
で
、

投
資
家
の
将
来
の
利
子
率
に
関
す
る
予

想
が
上
昇
に
集
中
す
れ
ば
、
経
済
は
中

央
銀
行
が
金
融
緩
和
を
行
っ
て
も
利
子

率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

「
流
動
性
の
わ
な
」
に
陥
る
。
ケ
イ
ン

ズ
は
、
不
確
実
な
こ
と
が
ら
に
対
す
る

投
資
家
の
意
見
の
多
様
性
に
よ
り
金
融

市
場
と
経
済
体
系
の
安
定
性
が
も
た
ら

さ
れ
る
と
い
う
、
興
味
深
い
議
論
を
展

開
し
た
。

　
『
雇
用
・
利
子
お
よ
び
貨
幣
の
一
般

理
論
』
に
お
い
て
ケ
イ
ン
ズ
は
、
現
実

を
考
察
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
理

論
を
堅
持
し
、
現
実
の
問
題
と
理
論
を

対
峙
さ
せ
、
理
論
を
構
成
す
る
制
度
的

前
提
の
妥
当
性
と
、
理
論
が
現
実
を
説

明
す
る
力
を
問
い
、
理
論
と
現
実
の
矛

盾
か
ら
新
た
な
理
論
を
形
成
し
た
。

　

ケ
イ
ン
ズ
は
理
論
に
基
づ
き
、
統
計

や
事
象
の
観
察
を
通
じ
現
実
を
論
じ

た
。
そ
の
著
作
は
、
人
間
性
の
洞
察
に

根
ざ
し
、
理
論
と
現
実
の
対
峙
に
発
す

る
、
豊
か
な
思
索
に
満
ち
て
い
る
。
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